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書評
菊本義治著
『現代資本主義の矛盾』
＜現代資本主義分析1>
佐
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藤 真 人
1 各章を無理を承知でバラせば，やはり 2, 3章特に3章の叙述に迫力を感じる。 2
章資本価値の維持機構の動揺では，
④ 国家独占資本主義が国家の経済過程への全面的介入に依りながらも，それに因ってよ
く機能しえたこと
＠ 国家独占資本主義が，それ自身が生み出した条件の変化（たとえば労働生産性上昇の
停滞，労資の力関係の変化，被抑圧民族の自立など）に因って動揺しつつあること
が実現利潤率に焦点を当てて説明されている。 3章階級対立と矛盾の深化—スタグ
フレーション一ーでは，スタグフレーションを動揺しつつある国家独占資本主義の標準症
状と見倣し，その原因を労資対立における力関係の変化まで掘り下げて説明している。
以上のような内容は全体として，ケインズ経済学（ケインズ解釈をめぐる騒ぎを避ける
ために，置塩的に解釈されたケインズと言った方がよいかもしれない）からみれば，資本
家の生産，雇用決定態度，労働者の賃金に関する態度を従来の狭い枠から解放し，更には
階級対立という非常にマルクス的な要素をまともに取り入れることによって拡張したと言
えよう。他方，マルクス経済学からみれば，その深いフトコロに取り込まれてしまったり
大きな構えに椅懸ってしまわず，しかも，まるでそれがマルクスの真髄ででもあるかのよ
うに無条件に扱われることさえある縛り，たとえば2部門分割の仮定，実現利潤率，搾取
率決定論の不十分さ等から免れ，問題に応じた分析用具を効果的に使用していると言え，
そういう意味で発展と言えよう。
2 本書を読んでいて，雑木林を鈍で枝を払いながら進む感じを思いだした。そんなと
き小枝が引っ掛かるのは避け難い。その程度のことに過ぎないが，疑問を 1つ挙げたい。
現実の成長率の上限（潜在的成長率）を決定する要因として①労働力制約，R天然資源制
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約，③環境制約，④インフレーション障壁と並んで，⑥実現問題が挙げらーれている。 (71-
2ページ）しかし，これは正に現実の成長率を決定する要因だと思う。実現問題は詰る所，
蓄積需要の問題であり，それは次項蓄積欲求で成長能力を現実化する条件として扱わ
れているのだから。もし資本の蓄積欲求の項で気持の問題だけを扱い，他の条件はすべて
潜在的成長率を決定する要因に含めるなら，前者はほとんど意味を持たない。蓄積欲求は
蓄積需要で測るしかないだろう。
3 実現利潤率を決定するのは差し当り資本蓄積率，・財政支出超過率，輸出超過率であ
る。しかし，これらは相互に関係している。 (51ページ）では， どれが実現利潤率を決定
する主要因だろう。これは結局，国により，また時期により違い，その都度判断されねば
ならない。にもかかわらず一応の推論も可能である。そのための便宜に， 整理してみよ
ぅ1)0 
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資源の輸入増加
＊有効需要増加→価格上昇→利潤率上昇→蓄積需要増加
＊＊財政赤字→国債発行増加→利子率上昇→蓄積需要減少
＊臼通貨供給増加→価格上昇
＋：呼び水効果
4 労働者はある高さの実質賃金率を希望し，それを実現すべく貨幣賃金率を決定でき
る。資本家は利潤率の高さについて要求を持っており，したがってある低さの実質賃金率
を要求し，それを実現すべく価格を決定できる。しかるに実質賃金率一貨幣賃金率／価格
であるから，貨幣賃金率と価格がともに上昇し，• かつ双方の希望が充されないことがあり
える。インフレーション（価格上昇）にもかかわらず資本家の要求利澗率は実現されず，
したがって資本蓄積が衰える。すなわちインフレーションと経済の停滞が同時に生じる。
停滞を脱っするための在来諸方策はインフレーションを激しくし，体制危機のいわば上限
に接近する。インフレーションを鎮めるための在来諸方策は資本蓄積を衰えさせ，失業率
1)結果とし七の財政支出超過率を除いたのは，政府の対応だからである。
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を高め，体制危機のいわば下限に接近する。すなわちスタグフレーションが定着する丸
以上のようなスタグフレーションの説明は深く，したがって種々のスタグフレーション
論が提起している論点を包摂する潜在能力を持ち， 数多いそれらのなかでも魅力的であ
る。評者が，ここで引っ掛かるのは前提の現実妥当性である。著者の労働者は貨幣賃金率
を決定する力を持ち，そのためときには資本家の利澗率に関する要求が実現されないほど
である。こんなに力強い労働者を想像するのは楽しい。しかし，こんなときこそ気を付け
て，よく観なければならない。多くの人達がそれぞれの言い方で指摘してきたように，「わ
が国の国際競争力」とか「わが社の発展」を持ち出されたとき，それに抗して賃金に関す
る要求を固執するうえで最終的な支えとなる「わが国」や「わが社」を超越した価値が，
どの程度活着しているだろうか。労働者階級がケインズ時代に次いで画期的な力量の増大
を実現したかどうかの判断は，今暫く控えたい。
著者は「まえがき」において，あらかじめ予想される疑念の 1つに「労働者階級の力量
の過大評価」を挙げ， そうではない旨を強調されている。すなわち「労働者階級の保守
化」．「企業意識の強さ」，「高度成長期に実現した生活水準を維持しようとする気分」は一
時的なものに過ぎない。労働者は現状の生活に不満であり，それさえ圧迫されつつあり，
切実に「生活安定の展望」を求めている。少し整理が必要だと思うが，「企業意識の強さ」
については既に述べた。私達労働者は既に実現した生活水準の維持，さらに生活安定，向
上の展望を求めている。ここまではよい8)。問題は何によって，それを図ろうとしている
かであろう。その必要が差し迫っているほど，衝動が強いほど手っ取り早い手段に頼る
（「労働者階級の保守化」）ことは，ある条件の下では合理的である。著者は，この因果関
係の強さを過少評価していると思う°。
以上， 「労働者階級の力量」に関わり，少し違う 2点について印象を述べた。評者のメ
2)原材料価格は費用の要素として賃金と同じ側面を持っており，独占資本と開発途上国
の関係についても平行的な議論が成立する。
3)著者は「高度成長期に実現した生活水準を維持しようとする気分」を， 「労働者階級
の力量」を測るとき消極的要因と見倣しているようだ。たしかに生活形態を変えない
、という意味では保守的であり，賛成である。しかし「パイの取り合い」において少な
くとも過去の実績を確保しようとするのは積極的要因として評価すべきだと考え，そ
のように整理した。
4)今ひとつ「労働者階級の力量」に関する論点として，その「管理能力」，「統治能力」．
がある。 (216-7ページ）労働者階級のこの面での力量については，それを十分と考
える著者の意見に異論はない。
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ガネが弱気で曇っていれば幸いである5)。思うに，この種の議論は水掛論に終ることがし
ばしばである。そういう面もあるが，こういう面もある。…•••そして，ときには声の大き
さと頻度に訴える。この次元から抜け出すには「労働者階級の力量」を私達の希望から独
立して測る尺度を決め，事実に当らなければならない6)。 どんなに不完全であっても，そ
の決定要因のリストアップから始めなければならない。それが結局は近道なのだろう。
（岩波書店， 1981年7月刊，， A5判， xvii+223+6ペー ジ， 1,900円）
5) もちろん「労働者階級の力量」の不十分さをいくら強調しても，• それを克服するうえ
で何の足にもならない。で，著者はあまり触れられなかったと理解しておこう。
6)資本家の力を測る尺度としては， 「独占力」という概念が使われ実証もされているの
に比べると，労働者階級の力についてーは裏付けが弱いと思う。
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